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通期連結業績予想の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2024 年 7 月 12 日に公表いたしました 2025 年５月期（2024 年６月１日

～2025 年５月 31 日）の通期連結業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。  

記 

１．2025年５月期通期連結業績予想の修正について（2024年６月１日～2025年５月31日） 

（１）修正の内容 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A ）

（2024 年７月 12 日）

百万円

37,164

百万円

2,108

百万円

2,060

百万円

1,337

円 銭

342.60

今回修正予想（B ） 37,074 886 820 442 113.32

増 減 額  （ B ‒ A ） △89 △1,222 △1,240 △894

増 減 率   （ % ） △0.2 △58.0 △60.2 △66.9

（ご参考）前年実績

（2 0 2 4 年５月期）
31,714 1,391 1,358 890 230.73

（２）修正の理由 

当社のグループ会社の一つである豊栄建設株式会社における一時的な初回接客数の減少を受けて、同社の引

渡棟数の見込みは減少となりました。2024 年 12 月より坂井建設株式会社が当社グループ傘下に加わったもの

の、当初の引渡棟数の通期予想を据え置く水準までの回復が見込めないため、引渡棟数の通期予想を1,244棟

から1,195棟へと引き下げました。しかし、引渡棟数は減少するものの販売単価上昇の影響によって売上高に

ついては前回発表予想から△0.2%にとどまる見込みとなりました。また、第３四半期は売上高の業績予想を下

方修正するものの、第４四半期については坂井建設株式会社が当社グループに加わる影響を受けて業績予想を

上方修正しております。 

利益については、豊栄建設株式会社の一時的な初回接客数の減少の影響による引渡棟数の減少により利益の

減少を見込んでおります。また、ノウハウ拡大・営業エリア拡大・スケールメリットによる原価削減の強化等

に向けたM&Aの実施及び東海エリアへの大型店舗の新規出店の計画前倒しでの実施など、早期業績拡大のため

の成長投資を強化したことにより、当初の想定より各段階利益は下回る見込みとなりました。具体的には、ア

ドバイザリー費用などを含む M&A 関連費用 400 百万円、計画前倒しによる愛知県名古屋市への新規出店費用

156百万円等を見込んでおります。 



この結果、2025 年５月期の通期連結業績予想を上記のとおり修正することといたしました。 

２．2025年５月期期末配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

 第1四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

円 銭

-

円 銭

0.00

円 銭

-

円 銭

137.00

円 銭

137.00

今回修正予想 - 0.00 - 45.33 45.33

当期実績 - 0.00

（ご参考）前期実績 

（2024年５月期） 

- 0.00 - 0.00 -

(注)  

１．2024年５月期について、当社は、2024年３月27日付臨時株主総会決議により、同日を基準日及び効力発

生日として、資本剰余金及び利益剰余金を原資とする普通株式１株につき38,580,660 分の1,000,000,000円

に相当する額の配当金総額1,000百万円の現金配当を実施しております。 

２．当社は、2024 年４月15日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っておりますの

で、2024年５月期の年間配当金の合計は記載しておりません。 

（２）修正の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要施策のひとつとして認識しております。現在及び今後の事

業収益をベースに、将来の事業展開に必要な内部留保を確保しつつ、今後も配当性向 30％～50%の株主還元を

基本方針として各期の業績に応じた配当を実施してまいります 

この度の通期連結業績予想の修正を受け、2025 年５月期の期末配当を 2024 年 7 月 12 日公表の１株当たり

137.00円から１株当たり45.33 円に修正し、配当性向40％の株主還元を実施することといたしました。 

(注) 上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は今後 

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


